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(2) 都市域の地盤の多様性を 9 種にモデル化し，各地震による各地盤地表面地震動を速度応答スペクトラ
ムで表している。
(3) 建築物の構造耐力の分布及び地表面地震動強さの分布を，互いに独立な対数正規分布として，構造物
-434-
の被害確率算定式を導いている。
(4) 木造建物を建築年，階数，用途別に分類して構造耐力と振動特性を定め，各地盤の速度応答スペクト
ラムから全壊，半壊等の被害を推定して，近地地震によるものが最大となることを示している。
(5) 鉄骨造，鉄筋コンクリート造などの非木造建物について さらに構造種別と地盤の性質に基づく基礎
構造種別を評価に加え，同様な手法によって被害の推定を行い，地震及び地盤の違いによる被害の比較
を示している。
以上のように本論文は大都市域の建築構造物の震害予測に関して多くの有用な知見と提言を与えたもの
で，その結果は耐震工学の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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